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地域屋 たより
◇呼吸器センター◇てんかんセンター◇難病医療協力機関◇臨床研修協力病院

寒さが厳しい季節となりました。西新潟中央病院地域医療連携室

「地域医療連携室だより第３号」〒950-2085新潟市西区真砂１－１４－１

をお届けいたします。（代表)TelOZ5-265-3171FaxOZ5-Z31-2831

今後ともよろしくお願いいたします。（直通)TclOZ5-267-4314FaxO25-267-4315

医師の紹介呼吸器部長呼吸器内科齋藤

Ｑどうして呼吸器内調を？Ｑ

Ａ小児神経を老えていたのですが、研修医Ａ

時代に今の診療科を選ばせる恩師との出

会いがあったので。

ＧＥ分の`チャームポイントは？

Ａう～ん、まじめそうでヌケてる。欠点にも

なっちゃう.。。それと、意外におちやめ。

｡子供に急医師に葱って宿らいたいですか？

Ａ・・・特に考えてないけど､健康であれば。

Ｑ趣味、特按は？

Ａ登山！？でも昔です。音楽鑑賞、もちろん

クラッシック！！残念ながら、特技はあり

｜まぜん(>_<）

泰晴[さいとうやすはる］

最後にもし医師になっていなかったら？

設計士とか公園を造りたくて造園業者！

あと、やきとり屋！それから喫茶店のマ

スター１でも、専業主夫もいいかなっｒ－）
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専門分野呼吸器内科全般

(特に問質性肺炎，びまん性肺疾患など）

[１９８３年から当院に住みついている幸運の

無事カエル＜んですり
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繍潟県指鱸

介護事業所オーﾌﾟン
口

の
新潟県捲癩艤篝介護事業所『西新潟中央痛院」（さくら）開設

当院では、障害者自立支援法に基づく療寶介､護事業を１０月１曰からスタートすることが
できました。ご協力をいただいた県調よび市町村の関係各位に感謝申し上げだいと思います。
障害者医療に対してさらなるご支援をお願いいたします。
「さくら」は２０床で運営してまいります．「さくら」の愛称は、Ｂ本人にもっとも親しみ

やすい舂の花であることから、この病床にふさわしいものと害えます。

重症の神経難病患者さんに対する医療と介護をミックスするこの形態は、高齢化社会の必然
であり今後の医療の先駆けとなるものと書えられています。

県内では初めての認定をいただきました。専任の療養介助員を配置して個別支援サービスも
提供しますので、充実しjE療養生活が送れ、患i者さんや家族からこの病院に入院してよかっ
だと言っていただけるように、職員一丸と葱って患者さんに尽くしたいと思っています。
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＜院長と看護部長＞

艤震介護について

療震介護病床には専任の療養

介助員を配置して、患者さんが

凧鍵穴lllI事Ｐ１ｌＩ所凧鍵穴lllI事Ｐ１ｌＩ所

快適に入院生活をおくれるように

療寶環境を整え、看護師はごぢちろん

療壹介助員がベッドサイドに伺い、必要に応じ/ご

援助や相談にもスムーズに対応することで、療寶

生活が充実するようにさせていだだきます。
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